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通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、2026年8月10日付の取締役会決議により、2026年５月14日に公表いたしました2027年３月期の

通期連結業績予想を下記の通り修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 
１．2027年３月期 通期連結業績予想数値の修正（2026年４月１日～2027年３月31日） 
 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
親会社株主に 
帰属する 

当 期 純 利 益 

１ 株 当 た り 
当 期 純 利 益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

30,500 
百万円 

1,800 
百万円 

3,000 
百万円 

2,100 
円 銭 

128.81 

今回修正予想（Ｂ） 30,500 1,800 5,000 4,600 282.17 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 0 0 2,000 2,500 － 

増 減 率（ ％ ） 0.0 0.0 66.7 119.0 － 

（ご参考）前期実績 
（2 0 2 6 年３月期） 

29,106 1,230 2,913 3,067 183.21 

 

２．修正の理由 

当社は、2026 年 5 月 14 日公表の「中期経営計画の財務戦略に基づく取り組みの見直しおよび次期中期経営

計画の財務方針策定に関するお知らせ」でお知らせいたしましたとおり、資産効率の向上および資産の有効活

用の観点から、保有株式の縮減に向けた取り組みを強化しております。今般、当期の有価証券売却方針を以下

のとおり決定したことに伴い、通期の連結業績予想を修正いたします。 
【当期の有価証券売却方針】 

・純投資目的の保有株式： 

年間 20 億円程度の有価証券売却益を営業外収益として計上する水準を目安に、計画的に売却を進める見

通しです。なお、当該売却により得られる資金は、当期の自己株式取得資金に充当する予定です。 

・純投資目的以外の保有株式： 

今後の資金需要に応じて機動的に売却を実施していく方針であり、当該売却による投資有価証券売却益

は特別利益に計上いたします。 

【現時点における進捗】 

上記方針に基づき、第1四半期連結累計期間において純投資目的の保有株式の売却により約4億円を営業外

収益に計上いたしました。また、第2四半期連結累計期間につきましても、現時点において純投資目的以外の

保有株式の売却により約16億円を特別利益に計上する見込みです。 

これらの決定方針および足元の売却実績等を当期の連結業績予想に反映した結果、経常利益および親会社株

主に帰属する当期純利益が前回発表予想を上回る見込みとなったため、連結業績予想を修正するものでありま

す。 

 



 

 

 

 

 

 

当社は保有株式の売却により創出された資金を、持続的な企業価値向上に向けた成長投資および株主還元の

原資として活用するため、これまで以上に保有株式の縮減を加速していく方針であります。今後の売却実績の

確定等により当期の業績へ影響を与える事象が生じた場合につきましても、適時開示いたします。 

 

なお、現在、次期中期経営計画（meito CHALLENGE 2029）の策定に向けて今後の資金需要の見通しを精査し

ており、保有株式の縮減の期間や規模等の具体的な方針が固まりましたら、速やかにお知らせいたします。 
 
（注）上記予想は、現時点において入手可能な情報に基づいて算出しておりますが、今後の様々な要因により上記予想値とは異なる結果と

なることがあることをご承知おきください。 

 
以 上 


